
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

（社）日本作業療法士協会 保健福祉部 

「「働働ききたたいい」」をを支支ええるる作作業業療療法法

   

就就就労労

作業療法士向け 

労支支支援援援ととと作作作業業業療療療法法法

   

普普普及及及資資資料料料   

就就就労労労支支支援援援にににおおおけけけるるる作作作業業業療療療法法法・・・・・・・・・   

ままずずごご本本人人ののニニーーズズやや、、ごご家家族族をを含含むむそそのの生生活活環環境境をを理理解解すするるここととかからら

始始めめままししょょうう。。そそししてて作作業業環環境境のの調調整整やや適適応応能能力力向向上上をを目目指指しし、、そそのの過過程程

かからら、、ごご本本人人がが関関わわるる多多くくのの方方々々やや社社会会環環境境とと適適応応ででききるるよよううなな準準備備とと支支

援援ににつつととめめ、、そそのの人人ららししいい生生活活再再建建ののおお手手伝伝いいををししままししょょうう。。  



  
 

★ 就労支援は、当事者、作業、環境を知り、アプローチや支援を調整し、本人の力を引き出し、ニーズ

を踏まえた活動、仕事に結びつけていくことが肝要です。 

★ 就労への準備性を育て、定着・継続へ導くために、支援の時期や場面に応じ以下のキーワードから必

要な項目を選択し、適正な評価と適切な支援につなげましょう。 
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１１．．就就労労支支援援チチェェッッククシシーートト  

《基本的な生活》 

□あいさつ
□会話 
□言葉遣い 
□非言語的 

コミュニケーション 
□他者との協調性 
□感情のコントロール 

□生活リズム
□食事状況 
□服薬管理 
□通院状況 
□通勤状況（交通機関の利用）

□体調不良時の対処 
□身だしなみ 
□金銭管理 
□障害や症状の理解 
□援助の要請 

（連携機関） 
□公共職業安定所（ハローワーク）
□障害者職業センター 
□障害者雇用支援センター 
□障害者就業・生活支援センター 
□障害者職業能力開発校 
□地域高齢・障害者支援協会 
□相談支援センター 
□就労移行／継続支援事業所 
□医療機関（デイケア） 
□特別支援学校 

《職場開拓関連》 

《制度関連》 

１．身体構造 
□静的・動的安定性 
□アライメント 
２．物の把持 
□リーチ 
□握り 
□物品操作 
□協応動作 
３．自分や物の移動 
□水平移動 
□持ち上げ 
□歩行 
□持ち運び 
□力の加減（目算） 
□動きの流れ 

（就職に向けての準備制度）
□就労移行支援事業 
□職場適応訓練 
□企業（支援機関）での委託訓練 
□養護学校等生徒職場実習 
□職務試行法 
□物理的環境 

（職場環境） 
１．雰囲気 
□暖かさ 
□落ち着き 
□緊張感 
□会話 
□相互干渉 
□忙しさ 
２．作業環境 
□機械音・騒音等 
□明るさ（照明） 
□温度（快適さ） 
□臭い 
□人の移動 
□作業スペース 
□人との距離 
□衛生管理 
３．作業遂行 
□手順書の準備状況 
□治具の工夫 
□掲示物 
□整理・整頓 
□安全管理 
４．従業員 
□障害特性の理解 
□やさしさ 
□厳しさ 
□指示の的確さ 
□当事者への介入状況 
□メリハリ 
□従業員の連携 

《対人関係》 

《運動技能／身体機能》 

当事者を知る

環境を知る 

要支援 
 
□ 
□ 
 
□ 
□ 
□ 
□ 
 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 

《職業遂行能力》 
（行動・態度） 
□就労・生活の意欲 
□作業意欲 
□就労能力の自覚 
□職場のルール理解 

要支援

□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
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□ 
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□

□仕事の報告 
□欠勤等の連絡 
□勤怠状況 
□作業に取り組む態度 
□指示作業内容の理解 
□危険性への対処 
□作業環境変化への対応 

（作業特性／処理技能） 
□判断・弁別能力 
□作業精度・正確性 
□作業速度 
□作業能率 
□作業持続力 
□巧緻性・見栄え 
□修正能力 
□理解の持続性 
□共同作業への適応性 
□組織の理解 

（補足チェック項目）
□家族の理解 
□ 

□時間認識 
□計算・数の理解 
□読解力 
□作業遂行上の体力 
□機敏さ 
□仕事の準備と後片付け 
□労働福祉的知識 

作業活動を知る
要支援

 
□ 
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《職場環境関連》 
（障害者雇用支援制度）
□特定求職者雇用開発助成金制度 
□トライアル雇用 
□ジョブコーチ制度 
□精神障害者雇用支援制度 

要支援 
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要支援
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＜チェックシートの使い方＞ 

 

まず必要な評価（含む情報収

集）項目を選択しましょう。 

次に評価結果を踏まえ、支援

の必要性について再チェックし

ましょう。 

□ 

□ 
 
 
 

《その他》 

□ 
□ 



 ２．評価と支援のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～～障障障害害害者者者ケケケアアアマママネネネジジジメメメンンントトトののの過過過程程程（（（外外外）））ととと作作作業業業療療療法法法（（（内内内）））～～～ 

 
 
 
 

 
※ 障害者ケアマネジメント：出会い（インテーク）、本人と環境の見立て（アセスメント）、チームによる支援計画（プランニング）、 

実際の働きかけ（インターベンション）、変化に応じた計画の見直し（モニタリング）、支援終了時評価（エバリュエーション） 

※ 参考資料：「知的障害者の就業と生活を支える地域支援ネットワークの構築に向けて」独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構、2002 

○ 作業療法も障害者ケアマネジメント同様の流れで組み立てられています。つまり作業療法

は障害者支援の有効な方法といえます。 

○ 就労も含めたその人らしい生活の実現のために、作業療法を有効活用しましょう。 

当事者を知る 

◎ 「働きたい」という想い

（動機）をしっかり（的確

に）捉えましょう。 

◎ 疾病と生活障害の特徴を

十分に理解しましょう。 

環境を知る 

◎ 職場環境、労働条件、人

員配置、通勤形態などの配

慮も重要です。 

◎ 家族や地域での支援体制

を把握しておきましょう。

作業能力を知る 

◎ 作業の特徴や工程を十分

に分析しましょう。 

◎ 作業と当事者能力の照合

と適応性を考えましょう。

○ 就労支援は、より高い人生の質(QOL)を目指すことが目的です。 

○ 当事者、作業、環境を適切に評価することで、仕事を含む社会生活を送るための準備性を

的確にとらえましょう。 

○ これらの評価は、新たな職場開拓にもつながります。 

○ その人らしい生活の実現のために、生活の安定、仕事の定着、継続できるための就労支援

を実践しましょう。 

３３．．就就労労支支援援にに活活かかせせるる作作業業療療法法  



生生生活活活ををを支支支えええ、、、仕仕仕事事事ををを支支支えええ、、、人人人生生生ををを支支支えええるるる作作作業業業療療療法法法  

   

   そそそれれれははは、、、対対対象象象者者者ををを理理理解解解すすするるるととといいいうううこここととと、、、作作作業業業ををを分分分析析析すすするるるととといいいうううこここととと、、、

社社社会会会ををを巻巻巻ききき込込込むむむととといいいうううこここととと。。。   

   そそそしししててて、、、各各各要要要素素素をををマママッッッチチチンンングググさささせせせ対対対象象象者者者ののの人人人生生生ををを支支支えええるるるととといいいうううこここととと、、、

よよよりりり高高高いいい人人人生生生ののの質質質ををを目目目指指指しししててていいいくくくととといいいうううこここととと。。。   

  
  
  

  

  

このシートはどのような方に使えるの？ このシートはどのような方に使えるの？ 

  

  

  

    

このシートの特徴は？ このシートの特徴は？ 

  

  

  

もっと詳しい資料はあるの？ もっと詳しい資料はあるの？ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  

  

  

  

  

  

  

平成 22 年 10 月 平成 22 年 10 月 

《事業担当》 

（（社社））日日本本作作業業療療法法士士協協会会  保保健健福福祉祉部部  保保健健福福祉祉作作業業療療法法普普及及委委員員会会  

〒111-0042 東京都台東区寿 1-5-9 盛光伸光ビル７階 

TEL：03-5826-7871 FAX：03-5826-7872 URL http://www.jaot.or.jp/ 

★★★就就就労労労支支支援援援チチチェェェッッックククシシシーーートトト利利利用用用にににあああたたたっっっててて   

Q1 

A1 

 医療機関・施設及び在宅福祉サービス事業所・教育機関・一般企業

等、すべての障害者の就労支援場面でご使用いただけます。これから

働きたいと思っている方、就労に向けた訓練をしている方、一般企業

等で仕事の定着や継続を目指している方などにご利用ください。 

Q２ 

A2 
障害者の生活全般の能力と予備力（潜在能力）を評価すること、さ

らに就労環境や家族、地域への働きかけ等、作業療法士として見逃し

てはならないポイントを掲載いたしました。 

A3 

Q3 

ご参考までに、就労支援に関する作業療法士の役割について、具体

的な評価、目標設定、マネジメントの方法等が「作業療法ジャーナル

6 月増刊号 Vol.43/ No.7/2009」に掲載されています。また関連

資料として「作業療法マニュアル 22 障害者の働く権利・働く楽し

み 2003 年」が発行されています。  


